
 

事故救済制度の広報および申込書類の改善 

 

（１）事故救済制度の広報について 

2025 年度に市内在住の在宅高齢者に実施した実態調査では、事故救済制度お

よび診断助成制度の認知率は、以下の表の通りである。 

事故救済制度 認知率 診断助成制度 認知率 

28.9％ 53.3％ 

 

神戸モデル全体として、広報紙やホームページのほか、商業施設や公共交通機

関などでのデジタルサイネージ広告の放映やポスター掲示、ＳＮＳを活用した広

報などを実施してきたが、事故救済制度単体の広報活動にも取り組む必要がある

と考え、今年度、新たに「広報紙ＫＯＢＥ７月号」に事故救済制度を紹介する記

事を掲載した。 

 

 

資料６ 

広報紙ＫＯＢＥ７月号シルバー情報ひろば（抜粋） 

 

認知症神戸モデルポスター（抜粋） 
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（２）事故救済制度の申込方法について 

神戸モデルを利用して、第２段階／認知機能精密検査を終えられた方に以下

をセットにしてお渡している。 

・助成金交付申請書（＋記入例） 

・事故救済制度利用申込書（＋記入例） 

 ・事故救済制度のチラシ（賠償責任保険・ＧＰＳ） 

 ・認知症ケアパス 

 ・申請用封筒（切手不要） 

申請用封筒には、助成金交付申請書に加えて、希望される方は事故救済制度

利用申込書も同封してお申し込みください、とご案内している。より分かりや

すい内容に改善できないか検討を進めたい。 

＜利用申込書類の改善案＞ 

・賠償責任保険および GPS 利用申込書 …別紙（資料６－２） 

・賠償責任保険制度チラシ …別紙（資料６－３） 

 

（３）議論いただきたい内容 

① 効果的な広報について 

② 利用申込書類の改善案について 
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